
シ 7 孝~n乙宰Si.J重度 §B‘曹司Fプコト｝『J
平成18年（2006)6月1日（毎月1日発行）（昭和43年10月25日第三種郵便物認可）第477号(1) 

＝人＝

姶
良
教
会
主
任

マ
リ
ン
神
父

干892・0841

鹿児島市照国町13・42

カトリック鹿児島司教区

電話099白26)5100 

振込口座 02030-2・8359

編集発行教区広報部

1部60円年間干共1100円

道 標

鹿
児
島
教
区
に
宣
教
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
予
定
の
ポ
l
ル
・
ア
ン
助
祭
（
ベ
ト
ナ
ム
、

ニ
ャ
チ
ャ
ン
教
区
所
属
）
の
叙
階
式
が
四
月
二
十
二
日
（
土
）
午
前
九
時
か
ら
マ
ニ
ラ
大
司

教
区
の
カ
テ
ド
ラ
ル
で
行
わ
れ
た
。
鹿
児
島
教
区
か
ら
郡
山
司
教
を
は
じ
め
中
野
神
父
、
ベ

ル
ナ
ル
デ
ィ

l
ノ
神
父
、
郡
山
勇
三
郎
さ
ん
（
姶
良
教
会
）
の
四
人
が
参
列
し
た
。

式
は
マ
ニ
ラ
大
司
教
の
ロ
一
郡
山
司
教
を
含
む
司
教
三
人
と
は
ベ
ト
ナ
ム
人
だ
っ
た
。
。
説

ザ
！
レ
ス
枢
機
卿
主
司
式
で
、
一
二
百
人
以
上
の
司
祭
団
の
入
場
教
で
ロ
ザ
l
レ
ス
枢
機
卿
は
、
～

で
始
ま
っ
た
。
聖
司
祭
の
使
命
と
し
て
ま
ず
キ
リ

堂
を
埋
め
尽
く
し
ス
ト
を
人
々
の
前
に
現
存
さ
せ

た
千
人
ほ
ど
の
会
る
こ
と
、
次
に
聖
霊
に
従
っ
て

衆
と
管
弦
楽
団
の
働
く
こ
と
、
そ
し
て
教
会
共
同

演
奏
と
聖
歌
隊
の
体
を
育
て
る
こ
と
を
挙
げ
、
受

荘
厳
で
明
る
い
聖
階
者
を
励
ま
し
た
。
新
司
祭
の

歌
の
中
で
ミ
サ
は
上
に
聖
霊
の
賜
物
を
願
う
按
手
一

進
め
ら
れ
た
。
で
は
二
百
人
以
上
の
司
祭
団
が

説
教
の
後
、
一
人
ひ
と
り
に
十
秒
ほ
、
ど
の
時

四
人
の
助
祭
叙
階
聞
を
か
け
て
熱
心
に
祈
っ
た
。

と
五
人
の
司
祭
叙
ミ
サ
は
全
体
で
三
時
間
半
ほ
ど
一

階
が
続
け
て
行
わ
か
か
っ
た
。

れ
た
。
司
祭
に
叙
ミ
サ
後
、
聖
堂
近
く
の
テ

階
さ
れ
た
五
人
の
ン
ト
張
り
の
会
場
で
合
同
の
食

内
二
人
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
で
、
三
人

こ
の
四
月
、
姶
良
教
会
に
着
任
し
た
聖
ザ

ベ
リ
オ
宣
教
会
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
リ
ン

神
父
。
「
パ
コ
神
父
で
す
」
（
ス
ペ
イ
ン
語
で

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
愛
称
）
と
愛
嬬
た
っ
ぷ
り

の
笑
顔
で
挨
拶
し
て
く
れ
る
ス
ペ
イ
ン
南
東

部
ピ
ジ
ュ
ナ
出
身
の
六
十
二
歳
で
あ
る
。

一
九
七
五
年
叙
階
後
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
出
身
地
ナ
パ
ラ
で
も
働
い

て
い
た
こ
と
の
あ
る
神
父
は
、
一
九
八
O
年

来
日
後
、
大
阪
の
教
会
で
奉
仕
し
て
い
た
。

鹿
児
島
へ
の
赴
任
は
初
め
て
で
、
郡
山
司
教

か
ら
要
請
が
来
た
時
は
「
よ
ろ
こ
ん
で
！
」

郡山司教（中央）から按手を受けるアン師

と
答
え
た
と
か
。
「
姶
良
教
会
は
日
曜
日
の

ミ
サ
へ
の
参
加
割
合
が
多
く
、
と
て
も
嬉
し

い
」
と
に
こ
や
か
に
話
し
て
く
れ
た
。

実
は
、
「
カ
ミ
ナ
リ
」
が
大
の
苦
手
で
あ

の
稲
光
と
雷
鳴
が
聞
こ
え
る
と
、
ミ
サ
も
手

に
つ
か
な
い
と
か
l
。
雷
の
季
節
に
は
特
に

パ
コ
神
父
の
た
め
に
も
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

Joy ! Hope ! Gratitude ! Yet 

事
会
が
聞
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

ア
ン
司
祭
の
初
ミ
サ

同
日
午
後
七
時
か
ら
、
ア

ン
神
父
は
司
牧
実
習
を
し
て
い

た
聖
家
族
小
教
区
の
聖
堂
で
初

ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。
ミ
サ
は
鹿

児
島
か
ら
の
三
人
と
ニ
ャ
チ
ャ

ン
教
区
か
ら
司
教
秘
書
の
ヨ
ゼ

フ
神
父
、
そ
れ
に
主
任
司
祭
の

マ
ル
コ
ス
神
父
の
共
同
司
式
で

行
わ
れ
た
。
ミ
サ
後
に
は
ア
ン

新
司
祭
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
ま

た
新
司
祭
の
お
母
さ
ん
か
ら
感

謝
の
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
人
共
同
体
の

感
謝
の
ミ
サ

翌
日
二
十
三
日
（
日
）
午

後
十
一
時
か
ら
ラ
ジ
オ
ベ
リ
タ

ス
（
ア
ジ
ア
の
国
々
の
中
で
も

困
難
な
政
権
下
で
生
き
て
い
る

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
向
け
の
短
波

放
送
局
）
で
今
回
の
三
人
の
ベ

ト
ナ
ム
人
司
祭
誕
生
を
祝
う
合

同
の
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

ミ
サ
に
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
海

外
居
住
の
ベ
ト
ナ
ム
人
司
祭
を

含
む
約
五
十
人
の
司
祭
と
、
ほ

教
区
財
政
の
立
て
直
し
を
審
議

教
区
財
務
委
員
会
改
め
経
済
問
題
評
議
会

五
月
十
四
日
（
日
）
午
後

二
時
か
ら
、
教
区
本
部
会
議

室
で
経
済
問
題
評
議
会
が
聞

か
れ
た
。

郡
山
司
教
が
主
催
す
る
初

め
て
の
教
区
の
財
務
に
関
す

る
会
議
で
、
こ
れ
ま
で
の
名

称
「
教
区
財
務
委
員
会
」
を
一

カ
ト
リ
ッ
ク
新
教
会
法
典
の

条
文
に
従
い
「
経
済
問
題
評

議
会
」
と
改
称
し
、
評
議
委

員
も
大
幅
に
替
わ
っ
た
。

二
O
O
五
年
度
の
決
算
報

告
で
は
、
献
金
収
入
の
部
で

予
算
額
に
対
し
、
決
算
が
二

百
万
ほ
ど
の
減
収
で
あ
る
こ

と
や
、
こ
こ
数
年
、
献
金
収

入
が
減
り
続
け
て
い
る
事
実

も
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
司

教
区
昇
格
五
十
周
年
記
念
事

業
と
し
て
出
版
配
布
さ
れ
た

「
教
区
報
縮
刷
版
」
の
教
区

民
へ
の
周
知
度
が
低
い
た

め
、
出
版
経
費
に
見
合
う
献

金
収
入
が
大
幅
に
不
足
し
て

い
る
と
の
報
告
も
な
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
に
対
し
信
徒
評

議
委
員
か
ら
、
信
者
が
教
会

ぼ
同
数
の
信
徒
、
修
道
者
が
集

い
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

聖
家
族
教
会
で
の
郡
山
司

教
司
式
の
主
日
の
ミ
サ

同
日
午
後
七
時
半
か
ら
ア

ン
新
司
祭
は
聖
家
族
教
会
で
主

日
の
七
番
目
の
ミ
サ
を
郡
山
司

教
と
さ
さ
げ
た
。
郡
山
司
教
は

説
教
で
、
は
じ
め
は
英
語
で
挨

拶
を
述
べ
た
後
本
題
に
入
る
と

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
l
ノ
神
父
（
ブ

ィ
リ
ッ
ピ
ン
国
籍
）
に
頼
み
、

彼
が
現
地
語
の
タ
ガ
ロ
グ
語
で

通
訳
し
た
。
復
活
し
た
キ
リ
ス

ト
を
迎
え
る
わ
た
し
た
ち
は
ハ

ッ
ピ
ー
（
幸
せ
）
で
あ
る
は
ず
。

自
分
の
ハ
ッ
ピ
ー
の
源
泉
が
復

活
し
た
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
で

あ
る
と
身
振
り
子
振
り
で
説
く

と
、
聖
堂
を
埋
め
尽
く
し
た
会

衆
は
ミ
サ
後
、
司
教
の
祝
福
を

も
ら
う
た
め
郡
山
司
教
を
取
り

囲
ん
だ
。

ア
ン
新
司
祭
と

お
母
さ
ん
に
つ
い
て

ア
ン
司
祭
の
お
母
さ
ん
は

六
十
五
歳
、
毎
日
、
教
会
に
通

い
教
会
を
守
っ
て
い
る
。
ア
ン

維
持
費
の
額
を
決
め
る
際
の

目
安
と
な
る
「
収
入
の
三
%
」

（
一
九
七
七
年
教
区
財
政
正

常
化
計
画
・
二

0
0
0
年
七

月
一
部
修
正
参
照
）
を
周
知

徹
底
さ
せ
る
こ
と
や
、
「
教

区
報
縮
刷
版
」
が
教
区
の
知

的
遺
産
と
し
て
教
区
民
に
認

識
さ
れ
配
布
さ
れ
る
よ
う
に

司
教
の
ア
ピ
ー
ル
文
な
ど
が

あ
っ
た
ら
よ
い
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

二
O
O
六
年
の
予
算
案
で

は
、
苦
し
い
予
算
編
成
の
中

で
一
般
寄
付
金
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
借
り
入
れ
や
、
特

定
預
金
の
取
り
崩
し
も
や
む

を
得
な
い
と
の
意
見
が
多
数

を
占
め
た
。

カトリック医療者の集い

ご案内

時： 6月お日（日） 13時～16時15分

所：鹿児島カテドラル

費：一般 1，側門

学生 剛円

申込締切： 6月20日（火）

講師：郡山健次郎司教

テーマ：それでも

申込先

純心大学（Sr.高平皿似格23-5311)

聖母寮（Sr.沢 Eαゅ・253-6邸8)

日

場

会

司
祭
の
厳
父
は
ア
ン
司
祭
の
祖

父
が
共
産
党
政
権
下
の
警
察
官

に
目
の
前
で
惨
殺
さ
れ
た
悲
惨

な
経
験
を
持
つ
。
そ
の
た
め
に

若
く
し
て
他
界
し
て
い
る
。

ア
ン
司
祭
（
三
十
五
歳
）

は
サ
イ
ゴ
ン
大
学
で
化
学
を
専

攻
し
た
後
、
企
業
に
勤
め
た
が

三
か
月
で
退
社
。
司
祭
へ
の
召

命
を
感
じ
て
ニ
ャ
チ
ャ
ン
教
区

ホ
ア
司
教
に
申
し
出
る
。
ホ
ア

司
教
は
二
年
間
英
語
学
校
に
彼

を
通
わ
せ
、
そ
の
後
マ
ニ
ラ
に

送
り
神
学
を
修
め
さ
せ
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
教
会
法
の
条
文

に
あ
る
よ
う
、
会
計
係
は
年

度
の
終
わ
り
に
財
産
管
理
の

報
告
書
を
経
済
問
題
評
議
会

に
提
出
す
る
義
務
を
確
認
し

た
な
お
、
当
評
議
委
員
は
以

下
の
通
り
。

会
長
郡
山
健
次
郎
司
教

委

員

小

川

靖

忠

神

父

（
司
教
総
代
理
）
、
田
原
章

神
父
（
教
区
顧
問
）
、
美
島

春
雄
神
父
（
教
区
顧
問
）
、

頭
島
光
神
父
（
教
区
顧
問
）

中
野
裕
明
神
父
（
教
区
会

計
）
、
森
山
茂
知
氏
、
川
口

茂
氏
、
中
野
三
郎
氏
（
以
上
、

信
徒
委
員
）

感謝希望喜び

生
き
て
い
る

と
人
は
い
ろ
ん

な
も
の
を
運
び
、

ま
た
自
分
に
と

っ
て
必
要
、
不

必
要
に
か
か
わ

ら
ず
い
ろ
ん
な
も
の
が
運
び
込

ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
が
荷
物
で
あ
っ
て
も
感
情

で
あ
っ
て
も
結
構
煩
わ
し
か
っ

た
り
す
る
V
梅
雨
に
入
る
前
だ

っ
た
か
、
そ
の
頃
の
空
と
同
じ

よ
う
に
心
の
晴
れ
な
い
日
々
が

続
い
た
。
持
ち
込
ま
れ
た
「
思

い
」
に
よ
っ
て
、
苛
立
ち
、
悲

し
み
、
申
し
訳
な
さ
：
・
と
様
々

な
感
情
が
湧
い
た
か
ら
だ
V
暫

く
し
て
、
持
ち
込
ま
れ
た
思
い

は
居
場
所
を
見
つ
け
た
の
か
、

苛
立
ち
を
見
せ
た
こ
ち
ら
の
感

情
を
連
れ
て
姿
を
消
し
た
。
そ

し
て
あ
と
に
は
「
威
論
と
和
解
」

と
い
う
土
産
が
置
か
れ
て
い
た

V
は
じ
め
持
ち
込
ま
れ
た
感
情

に
対
し
て
勝
負
を
挑
も
う
と
し

た
も
の
の
、
勝
者
も
敗
者
も
な

い
意
外
な
結
末
に
た
だ
唖
然
と

し
驚
か
さ
れ
た
。
怪
我
の
功
名

だ
っ
た
の
か
｜
。
そ
れ
は
と
も

か
く
、
あ
ら
た
め
て
こ
と
の
顛

末
と
事
件
の
進
展
つ
い
て
思
い

を
巡
ら
し
た
と
き
「
い
や
違
う
。

皆
、
私
の
道
具
。
勝
つ
の
は
い

つ
も
私
」
と
の
声
が
し
た
よ
う

に
思
え
た
。

YET! 



(2) 

ザ
ビ
エ
ル
縁
の
地
か
ら
お
客
様

マ
ラ
ッ
カ
と
鹿
児
島
の
掛
け
橋
に

平成18年（2006)6月1日（毎月1日発行）

四
月
二
十
四
日
（
月
）
夜
、

ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
「
マ
ラ
ッ
カ

市
民
歓
迎
会
」
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
顕
彰
会
県

マ
レ
ー
シ
ア
友
好
協
会
マ
ラ
ッ

カ
ク
ラ
ブ
の
主
催
で
開
か
れ
た

も
の
で
、
マ
ラ
ッ
カ
・
ザ
ビ
エ

ル
教
会
か
ら
ジ
ェ

l
ム
ス
・
ラ

ジ
ェ
ン
ダ
ラ
ン
神
父
と
信
徒
代

表
二
人
の
計
三
人
が
鹿
児
島
訪

問
し
た
の
を
記
念
し
て
、
企
画

さ
れ
た
も
の
。

マ
ラ
ッ
カ
は
、
ザ
ビ
エ
ル

が
度
々
訪
問
し
た
地
で
、
ヤ
ジ

ロ
ウ
と
ザ
ビ
エ
ル
が
出
会
っ
た

場
所
で
あ
る
。
こ
の
日
の
集
い

を
企
画
し
た
マ
ラ
ッ
カ
ク
ラ
ブ

で
は
、
鹿
児
島
と
マ
ラ
ッ
カ
の

縁
を
大
切
に
し
、
特
に
こ
の
ザ

ビ
エ
ル
生
誕
五
百
年
の
年
に
そ

の
紳
を
深
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
現
在
、
同
会
で
は
、
マ
ラ

ッ
カ
で
七
月
に
さ
さ
げ
ら
れ
る

「
ザ
ビ
エ
ル
生
誕
五
百
年
記
念

ミ
サ
」
の
折
り
に
、
ビ
ッ
グ
な

贈
り
物
を
と
準
備
し
て
い
る
。
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部
屋
の
入
り

口
に
掛
か
っ
て

い
る
い
か
め
し

、
尋
問
J
I
U
F
l
争』
F

T
V

日
1

・・

ι
f
r
J
ト
L
h

「
司
教
執
務
室
」
。

中
に
入
る
と
、
こ
れ
ま
で
使
っ

た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
き
く

立
派
な
執
務
用
の
テ
ー
ブ
ル
。

背
後
に
は
、
ガ
ラ
ス
戸
つ
き
の

立
派
な
書
棚
と
書
類
入
れ
。

し
か
し
書
棚
に
収
ま
っ
て

い
る
の
は
、
聖
書
や
漢
字
の
辞

書
類
と
M
E
の
フ
ァ
イ
ル
が
主

な
も
の
。
お
か
げ
で
ガ
ラ
ガ
ラ

の
書
棚
は
さ
な
が
ら
物
置
。
テ

ー
ブ
ル
に
向
か
っ
て
執
務
す
る

と
い
っ
て
も
、
作
成
し
た
は
が

司教執務

室便り

第477号

そ
れ
は
ザ
ビ
エ
ル
公
園
（
鹿
児

島
市
）
に
建
て
ら
れ
て
い
る
ザ

ビ
エ
ル
、
ヤ
ジ
ロ
ウ
、
ア
ン
ジ

ロ
ウ
の
像
（
溝
口
守
一
鹿
児
島

女
子
短
期
大
学
教
授
制
作
）
か

ら
同
様
の
二
体
（
ザ
ビ
エ
ル
と

ヤ
ジ
ロ
ウ
）
を
制
作
し
、
寄
贈

し
よ
う
と
い
う
も
の
。
ま
た
会

で
は
、
記
念
ミ
サ
と
除
幕
式
に

参
加
す
る
ツ
ア
ー
も
計
画
し
て

い
る
。
同
会
に
興
味
の
あ
る
方
、

ツ
ア
l
参
加
希
望
の
方
は
七
枝

敏
洋
氏
（
O
九
O
｜
コ
一
七
三
九

i
九
四
O
五
）
ま
で
。

き
に
切
手
を
貼
る
時
に
使
う
ぐ

ら
い
で
、
や
っ
ぱ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
物
を
置
く
台
の
域
を
出
て

L
な
L
。

そ
ん
な
広
々
と
し
た
執
務

室
に
小
さ
な
チ
ャ
ペ
ル
？
を
作

執

務

室

ビ

l
・
ア
フ
タ
ー

オ

フ

っ
て
み
た
。
何
の
こ
と
は
な
い
。

藤
製
の
四
つ
折
り
つ
い
立
を
置

き
、
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
に
は
聖

書
と
ロ

l
ソ
ク
。
正
面
の
壁
に

は
甥
に
も
ら
っ
た
エ
チ
オ
ピ
ア

土
産
の
木
製
の
十
字
架
。
床
に

薩摩の殉教者

レオ税所七右衛門①

は
、
和
紙
の
電
気
ス
タ
ン
ド
と

ボ
ク
に
は
高
額
の
ペ
ル
シ
ア
じ

ゅ
う
た
ん
。
畳
二
畳
に
も
満
た

な
い
こ
の
空
間
チ
ャ
ペ
ル
。

や
は
り
藤
の
座
椅
子
に
腰

を
下
ろ
す
と
居
心
地
満
天
。
チ

ャ
ペ
ル
を
出
る
と
そ
こ
は
現
実

空
間
。
テ
レ
ビ
に
中
古
の
リ
ク

ラ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
l
。
そ
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
執
務
空
間
。
十

二
年
間
住
む
環
境
が
や
っ
と
整

っ
た
？

~ 中国

ベトナム社会主義共和国

•A”fl'知訓.gkcAU例川fl't&&o-­
~ unang bahagi. na tinalakay na伽 aytungkol sa”Pag・
nais para sa Diyos" .Ngayon ang pangalawang bahagi ay 
an.~ tungkol sa "P町 aanng pagkilala sa Diyos" .Ang tao ay 
nilikha na kaww弔問ngDiyos at siya'y tinawag na恒lalan-
in at mahalin Siya(Diyos), ang taong humahanap sa Diyos 
ay natutuklasan ang isang paraan na ma凶 alaSiya 
(Diyos).I旬 rinang tinatawag na p昭pa加toop町 a蝿 pag品
ral ng Diyos, bindi sa katuwiran ng siyensiya natural, 
subalitsa関 ntidong”katunayan at papaniwalaan na katu 
wiran”， m kung回 antayo ay nakakasiguro tungkol sa ka 
totohanan.I旬ng”p町 aan"na paglapit sa Diyos buhat sa 
nil注haay may dalawang pun加 ngpag-alis: w唱 mundona
pisikal at ang taong pagkatao. Ang mundo: mula sa pagga 
law, pagiging,pangyayari at ang kaayusan at ganda ng 
mundo, na ang isang tao'y pwedeng makilala ang Diyos bi-
lang pinagmulan at katapusan ng daigdig.Sabi nga ni San 
Pablo sa mga hen凶： Angkanilang pagka恒lalasa Diyos 
ay simple la~， dahil ipinakita ng Diyos sa kanila kahit 
mula ng likhain ang mundo ng kanyang naturang di 
maaringma恒ta,halimbawa, ang kanyang kapangyanhan 
na walang hanggan at ang pagka・diyos,ay malinaw na 
makikita姐 mgabagay na gi.nawa. Sabi rin ni San 
Agustin: katanungan sa kagandahan ng mundo, ng d略 at,
ng hangin, ng langi.t at katanungan sa lahat ng katotohan 
an. Sagot ng lahat：”’lingnan, lahat tayo ay maganda”.Ang 
k回目Jangkagandahang a~ isang pagpahayag. ~ iahat 
ng kagandahang ay ma紅白gmagbago. Ngayon sino ang 
gumawa sa kanila, kundi ang”Pinakamaganda" sa lahat 
na kailanman ay hindi magbabago？”Dahil sa kamah町 'ilk-
aan at kagandahan ng mga kinapal. hinihinuha natin na 
ang Lumikha sa kanila ay lalong dakila at kahanga・
hanga".(Wis 13:5).Ang tao sa kanyang pagi.gi.ng bu】t8888 

katotobanan at kagandahan, ang kanyang sen“do ng 
kab凶 hang町 al,kalayaan at ang ho舵 Sngkon鴎 nsiya,ka-
lakip ng kanyang pagnan国sp町 asa hangganan at kaliga 
yahan, ang tao ay nagtatanong sa kanyang s町姐itungkol 
sapag也 dng Diyos. Ang mundo at tao ay nagpapatunay 
na mayroon sila sa k田rilangk泊but町 anng pinagmulan at 
katapusan,subalit sila ay nak政iisasa Maylikba, na wala-
ng pinagmulan o katapusan. Kahit na ibat品 angp町 aan,
malalaman ng tao na mayroon pag-iiral ng katotohanan, 
na siya ang unang sanhi at katapusan ng lahat ng bagay, 
katotohanan na”tinatawag ng lahat’DIYOS”’.Malalaman 
ng tao ang katotohanan na ito dahil ang Diyos mismo ang 
nagpahayag sa kanya sa pamama回tann2 1>ananam1>alata 
ya. Pagpapatunay sa pag-iiral ng 

ドミニコ会と京泊教会

ドミニコ会の宣教師が下甑島の長浜に上陸したの

は1602年7月3日のこと。苦しみに耐えながら活動し

た宣教師たちは、 1605年8月15月に里村に教会を建

てることができた。しかし、その数日後に教会は台

風のため壊れてしまった。このため島津家久は、ド

ミニコ会士たちに移転を許可した。許されたのは川

内川河口の京泊。彼らは町から少し離れた丘の上に

聖ドミニコにささげられた教会を建て、ここを拠点

に布教活動を始めた。

1608年春、この教会の門を薩摩の殉教者と称えら

れることになる北郷加賀守・税所七右衛門が叩くの

である。
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カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
に

基
づ
き
、
電
話
を
通
し
て

社
会
と
教
会
の
橋
渡
し
を

し
て
い
る
「
鹿
児
島
き
ぼ
う
の
電
話
」
の
第
十
九
回
養
成
講
座
が
、
六
月
二

十
三
日
（
金
）
か
ら
始
ま
る
。
講
座
は
全
十
九
回
で
、
二
十
歳
以
上
の
方
な

ら
誰
で
も
、
ま
た
相
談
員
に
な
る
意
思
は
な
く
て
も
受
講
で
き
る
。
相
談
員

の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
同
電
話
の
事
務
局
だ
が
「
こ
の
講
座
は
人
間
関
係

を
保
つ
た
め
に
役
立
つ
」
と
多
く
の
人
の
受
講
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
受
講

料
は
七
千
円
。
六
月
十
六
日
（
金
）
十
四
時
と
十
九
時
に
説
明
会
が
あ
る
。

説
明
会
会
場
は
、
講
座
会
場
と
同
じ
く
ザ
ピ
エ
ル
教
会
一
階
ホ
l
ル。

きぼうの電話が養成講座

実施日 曜日 不十目 講師（敬称略）

6月 16日 金 説明会： 14時・ 19時の 2回（1時間程度） 事 務 局

1 6月 23日 金 共に歩むために I 竹山昭（純心女子大学〉

2 6月 30日 金 カウンセリングの基礎知識 I 大坪治彦（鹿児島大学〉

3 7月 3日 月 アルコール依存症その関わり I （公開） 森口 進（森口病院）
「

カウンセリングの基礎知識E 大 坪治彦（鹿児島大学）4 7月 7日 金

5 7月 10日 月 アルコール依存症その関わり II （公開） 森口 進（森口病院〉

6 7月 21日 金 家族の人間関係 今 林俊一（鹿児島大学）
」

7 7月 28日 金 青少年の心理 I 今林俊一（鹿児島大学）

8 8月 4日 金 青少年の心理E 今林俊一（鹿児島大学）

9 8月 25日 金 職場の人間関係 有倉巴幸（鹿児島大学）

10 9月 1日 金 人間関係の中のストレス 有倉巳幸（鹿児島大学）

9月 8日 金 懇親会：会場未定

11 9月 15日 金 電話カウンセリングの実際 I 事 務 局

12 
9月 23日 土 一泊研修：鹿児島純心女子大学

高平百合子（臨心女子メ♂学）
9月 24日 日 （薩摩川内市〉

13 9月 29日 金 良い聴き手となるために I 大坪治彦（鹿児島大学）

14 10月 6日 金 良い聴き手となるためにE 大坪治彦（鹿児島大学）

15 10月 13日 金 電話カウンセリングの実際E 事 務 局

16 10月 20日 金 良い聴き手となるためにE 大坪治彦（鹿児島大学）

17 10月 27日 金 良い聴き手となるためにW 大坪治彦（鹿児島大学）

18 11月 10日 金 共に歩むためにE 竹山昭（純心女子大学）

19 11月 17日 金 共に歩むために皿／修了式 竹 山昭（純心女子大学）

11月 24日 金 懇親会：会場未定

12月 1日 金 オリエンテーション（相談員認定者のみ） 事 務 局
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前
回
は
、
キ
リ
ス
ト
教
日
本
伝
来
の
序

論
と
し
て
、
景
教
の
東
洋
伝
来
に
つ
い
て

語
っ
た
。
そ
し
て
、
景
教
の
中
国
伝
来
に

よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ほ
の
か
な
香
り

が
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
日
本
に
ま
で
漂
っ

た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
空
想
で

話
を
終
え
た
。

さ
て
、
掛
け
値
な
し
に
、
本
当
の
意
味

で
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
の
は
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
で
あ
る
。
多

分
こ
れ
に
反
対
す
る
人
は
い
な
い
と
思
う
。

そ
し
て
、
こ
の
ザ
ピ
エ
ル
を
日
本
に
案
内

し
た
の
は
、
鹿
児
島
の
若
者
ヤ
ジ
ロ
ー
で

あ
っ
た
。

ザ
ビ
エ
ル
は
、
昔
ス
ペ
イ
ン
に
あ
っ
た

信
者
も
未
洗
者
も
輪
に
な
つ
て

出
身
地
瀬
留
で
郡
山
司
教
誕
生
の
祝
い

元
の
同
窓
生
や
集
落
の
人
々
を

招
い
て
司
教
叙
階
を
祝
う
ミ
サ

と
祝
賀
会
を
行
っ
た
。
奄
美
大

島
地
区
全
体
で
の

記
念
ミ
サ
は
、
二

月
十
九
日
に
名
瀬

聖
心
教
会
で
行
わ

れ
た
が
、
今
回
は
、

瀬
留
小
教
区
の
信

者
た
ち
が
喜
び
を

地
元
の
方
々
と
も

分
か
ち
合
い
た
い

と
い
う
思
い
で
計

画
さ
れ
た
。

司
教
と
四
人
の

司
祭
、
百
七
十
人

の
参
列
者
で
ミ
サ

を
さ
さ
げ
た
後
、

祝
賀
会
を
行
っ

郡
山
司
教
の
出
身
教
会
で

あ
る
瀬
留
教
会
は
、
四
月
三
十

日
（
日
）
午
前
十
一
時
か
ら
地

シ乙7 表文玉Z 牽~J芸震~‘磨きプコトd 『J

門
田
明
氏
の

鹿
児
島
と
キ
リ
ス
ト
教
②

ザ
ど
ヱ
ル
と

ヤ
ジ
ロ

l

（昭和43年10月25日第三種郵便物認可）第477号(3) 

喜びを体いっぱいに表す信者たち

た
。
祝
賀
会
の
参
列
者
は
二
百

人
。
伊
集
院
忠
三
郎
信
徒
会
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
田
畑
茂
光

龍
郷
町
長
、
作
田
ゆ
き
の
瀬
留

区
長
、
司
教
の
同
窓
生
、
里

芳
久
氏
の
あ
い
さ
つ
な
ど
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
東
郷
一
真
・
キ

ワ
子
夫
妻
（
嘉
渡
教
会
）
の
島

唄
、
教
会
学
校
の
子
供
た
ち
に

よ
る
手
話
を
使
っ
た
歌
の
後
、

教
会
か
ら
ス
ト
ラ
が
司
教
に
贈

ら
れ
た
。

聖
堂
内
で
の
歓
迎
の
後
、

参
列
者
は
庭
に
出
て
、
今
度
は

喜
び
を
「
八
月
踊
り
」
「
六
調
」

を
踊
っ
て
表
し
た
。
こ
の
日
の

た
め
に
、
瀬
留
小
教
区
の
青
壮

年
団
、
婦
人
会
が
総
力
を
あ
げ

て
会
場
作
り
や
食
事
な
ど
の
準

ナ
パ
ラ
王
国
で
一
五
O
六
年
四
月
七
日
に

生
ま
れ
た
。
青
年
期
パ
リ
大
学
で
哲
学
修

士
の
学
位
を
と
り
、
哲
学
の
講
義
を
担
当

す
る
が
、
二
十
八
歳
の
と
き
イ
グ
ナ
チ

オ
・
ロ
ヨ
ラ
と
出
会
い
、
大
回
心
し
司
祭

の
道
を
歩
み
始
め
る
。
三
十
五
歳
の
と
き

リ
ス
ボ
ン
を
発
ち
、
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
を
拠

点
に
し
て
、
遠
く
モ
ル
ッ
カ
諸
島
に
至
る

ま
で
宣
教
に
明
け
暮
れ
る
生
活
を
送
っ
た
。

一
五
四
七
年
、
マ
ラ
ッ
カ
で
ヤ
ジ
ロ
ー

に
会
い
、
日
本
宣
教
を
決
意
し
、
一
五
四

九
年
八
月
十
五
日
鹿
児
島
に
上
陸
し
た
。

一
年
ほ
ど
鹿
児
島
に
と
ど
ま
り
、
後
に
全

国
宣
教
を
志
し
、
平
戸
、
山
口
な
ど
経
て

京
に
上
る
が
、
戦
乱
の
京
で
な
す
と
こ
ろ

も
な
く
、
再
び
平
戸
、
山
口
、
そ
し
て
大

分
を
経
て
イ
ン
ド
に
帰
っ
た
。
そ
の
後
中

国
入
り
を
志
す
が
、
一
五
五
二
年
上
川
島

で
病
死
し
た
。
四
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

一
方
ヤ
ジ
ロ
！
の
略
歴
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。
年
齢
は
三
十
五
歳
く
ら
い
で
あ
っ

た
と
い
う
が
、
何
か
事
情
が
あ
っ
て
人
を

備
を
し
た
。
ま
た
、
瀬
留
集
一

落
で
も
「
八
月
踊
り
」
の
協
↑

力
を
ス
ピ
ー
カ
ー
で
呼
び
か
一
一

け
る
な
ど
信
者
、
未
洗
者
を
一

間
わ
ず
司
教
叙
階
を
お
祝
い
一

短
’
信

V
女
性
信
徒
の
会
総
会

鹿
児
島
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性

信
徒
の
会
の
今
年
度
の
総
会

が
、
四
月
二
十
六
日
（
水
）
カ

テ
ド
ラ
ル
で
聞
か
れ
た
。
ま
た
一

同
会
で
は
、
五
月
の
定
例
司
祭

集
会
で
の
昼
食
に
豚
汁
と
サ
ラ

ダ
、
お
に
ぎ
り
を
振
る
舞
い
司

祭
た
ち
か
ら
喜
、
ば
れ
た
。

V
糸
永
司
教
感
謝
の
集
い

五
月
七
日
（
日
）
午
後
、

カ
テ
ド
ラ
ル
で
「
糸
永
司
教
感

謝
の
ミ
サ
」
が
、
ま
た
午
後
六

時
か
ら
は
市
内
の
ホ
テ
ル
で
祝

賀
会
が
あ
り
、
大
勢
の
信
者
が

糸
永
司
教
と
温
か
い
ひ
と
と
き

殺
（
あ
や
）
め
、
夜
陰
に
乗
じ
て
山
川
港

か
ら
海
外
に
逃
れ
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ

が
船
を
間
違
え
る
。
た
ま
た
ま
、
そ
の
船

の
船
長
が
ザ
ビ
エ
ル
の
友
人
で
、
ヤ
ジ
ロ

i
の
告
白
を
聞
き
、
高
徳
の
神
父
ザ
ビ
エ

ル
に
会
っ
て
相
談
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。

ヤ
ジ
ロ
ー
も
そ
の
気
持
ち
に
な
り
、
一
五

四
六
年
マ
ラ
ッ
カ
に
入
る
が
ザ
ビ
エ
ル
は

不
在
。
帰
国
し
よ
う
と
し
た
が
嵐
で
失
敗
。

再
び
マ
ラ
ッ
カ
に
帰
り
、
一
五
四
七
年
ザ

ビ
エ
ル
に
会
う
。
ザ
ビ
エ
ル
は
ヤ
ジ
ロ

l
一

に
あ
っ
て
大
い
に
喜
び
、
彼
を
ゴ
ア
の
神

学
校
に
学
、
ば
せ
、
そ
の
案
内
で
、
上
述
の

通
り
一
五
四
九
年
鹿
児
島
に
渡
来
す
る
こ

と
に
な
る
。

近
年
、
こ
の
ヤ
ジ
ロ

l
に
つ
い
て
二
冊

の
本
が
出
版
さ
れ
た
。
岸
野
久
『
ザ
ビ
エ

ル
の
同
伴
者
ア
ン
ジ
ロ

l
』
（
吉
川
弘
文
館
）

と
新
村
洋
『
天
文
十
八
年
』
（
高
城
書
一
房
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
も
う
少
し

ヤ
ジ
ロ

l
を
取
り
上
げ
た
い
。
（
玉
里
教
会

信
徒
・
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
顕
彰
会
会
長
）

す
る
気
持
ち
で
一
つ
に
な
っ
た

参
列
者
に
神
の
恵
み
が
豊
か
に

注
が
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
た
一
日
に
な
っ
た
。

を
持
っ
た
o

v修
女
連
盟
総
会
と
研
修
会

教
区
修
道
女
連
盟
鹿
児
島

地
区
は
五
月
二
十
一
日
（
日
）

純
心
女
子
短
期
大
学
で
今
年
度

の
総
会
と
研
修
会
を
聞
い
た
。

総
会
で
は
新
役
員
の
承
認
、
昨

年
度
の
行
事
及
び
会
計
決
算
報

告
、
監
査
報
告
、
今
年
度
の
行

事
予
定
と
予
算
の
承
認
が
行
わ

れ
た
。
研
修
会
に
は
郡
山
司
教

が
招
か
れ
た
。
司
教
は
「
私
の

信
仰
生
活
の
三
セ
ッ
ト
」
を
テ

ー
マ
に
放
蕩
息
子
の
た
と
え
話

と
司
教
自
身
の
神
体
験
か
ら

「
神
さ
ま
の
本
気
に
気
づ
く
よ

う
に
」
と
示
唆
を
与
え
た
。
出

席
者
は
七
十
人
o

v連
合
社
年
会

鹿
児
島
カ
ト
リ
ッ
ク
連
合

壮
年
会
の
今
年
度
の
総
会
が
五

月
二
十
一
日
（
日
）
カ
テ
ド
ラ

ル
で
あ
り
、
通
常
の
議
事
の
ほ

か
役
員
改
選
が
あ
り
今
年
度
の

会
長
に
高
竿
寛
実
さ
ん
（
吉
野

お
め
で
と
う
！

区
画
整
理
の
た
め
建
設
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
た
国
頭
教
会

（
和
泊
小
教
区
・
メ
ニ
ヒ
神
父

主
任
）
の
新
聖
堂
落
成
式
が
、

郡
山
司
教
を
迎
え
五
月
士
二
日

（
土
）
現
地
で
あ
っ
た
。

国
頭
は
沖
永
良
部
島
の
北
部

の
町
で
空
港
に
も
近
く
、
ま
た

付
近
に
日
本
一
と
言
わ
れ
て
い

る
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
も
あ
る
。

こ
の
た
び
落
成
し
た
教
会

は
、
木
造
モ
ル
タ
ル
平
屋
造
り

で
内
部
は
木
の
温
も
り
た
っ
ぷ

り
の
か
わ
い
い
教
会
だ
。
落
成

五

三

三

人

、

る

社

会

を

築

く

義

務

を

負

っ

五

五

八

人

、

て

い

ま

す

。

五

二

二

人

、

と

こ

ろ

が

、

あ

ら

ゆ

る

面

O
三

年

か

ら

で

の

格

差

が

生

じ

て

い

る

に

O
五

年

ま

で

も

か

か

わ

ら

ず

、

社

会

的

に

の

三

年

間

に

鹿

児

島

県

内

で

弱

い

立

場

に

置

か

れ

て

い

る

白

死

（

自

殺

）

し

た

人

間

の

人

々

を

、

更

に

追

い

つ

め

て

年

度

ご

と

の

数

（

鹿

児

島

県

し

ま

う

政

策

し

か

取

っ

て

い

警

調

）

で

す

。

九

八

年

に

白

な

い

と

思

わ

れ

ま

す

。

死

（

自

殺

）

し

た

人

聞

が

三

キ

リ

ス

ト

者

と

し

て

社

会

万

人

を

超

え

て

か

の

福

音

化

を

語

丸
町
村
引
十
社
会
の
ひ
ず
み
を
照
ら
す
光
に

R
hい

り

ま

せ

ん

。

ょ

う

す

が

、

実

際

に

ゃ

く

、

国

は

自

殺

総

合

対

策

現

代

社

会

の

問

題

と

向

き

合

費

を

今

年

度

の

予

算

に

盛

り

う

に

は

勇

気

が

必

要

で

す

。

込

み

ま

し

た

。

そ

し

て

、

何

よ

り

も

、

共

に

と

こ

ろ

で

、

白

死

す

る

働

く

人

間

（

仲

間

）

が

必

要

人

間

で

中

高

年

男

性

の

割

合

で

す

。

自

ら

生

命

を

絶

つ

が

際

立

っ

て

い

る

の

は

、

パ

人

聞

が

一

人

で

も

減

る

こ

と

ブ

ル

経

済

崩

壊

後

の

日

本

社

を

願

い

、

苦

悩

す

る

現

代

社

会

が

大

き

く

変

貌

し

た

こ

と

会

を

福

音

の

光

で

照

ら

し

出

も

影

響

し

て

い

る

と

思

い

ま

す

使

命

が

キ

リ

ス

ト

者

に

は

す

。

比

較

的

低

位

に

あ

っ

た

あ

り

ま

す

。

思考

教
会
）
が
就
任
し
た
。
総
会
後

は
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
の

分
か
ち
合
い
も
夜
遅
く
ま
で
続

け
ら
れ
た
。

国
頭
に
新
聖
堂
完
成

の
ミ
サ
と
祝
賀
会
に
は
大
勢
の

信
者
と
関
係
者
が
集
ま
り
喜
び

を
共
に
し
た
。

失
業
率
は
九
0
年
代
半
ば
に

は
三
%
台
と
な
り
、
九
八
年

に
は
つ
い
に
四
%
を
超
え
ま

し
た
。日

本
経
済
は
成
果
（
業
績
）

主
義
が
主
流
と
な
り
、
リ
ス

ト
ラ
が
進
み
、
多
く
の
中
高

年
労
働
者
は
職
を
失
い
、
た

と
え
、
失
職
し
な
く
て
も
過

酷
な
労
働
条
件
の
下
、
長
時

間
労
働
を
強
い
ら
れ
、
心
身

の
健
康
を
損
な
う
人
間
が
増

え
て
ゆ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
下
、
九
八
年
か

ら
、
三
万
人
を
超
す
人
聞
が

白
死
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
は
、
国
民
に
安
定
し
た

雇
用
と
生
活
を
保
障
し
、
誰

も
が
愛
す
る
人
間
（
家
族
）

と
共
に
、
穏
や
か
に
暮
ら
せ

4
日
（
日
）
聖
霊
降
臨
の
主
日

V
ザ
ビ
エ
ル
教
会
堅
信
式

V
教
区
司
祭
地
区
財
務
委
員
会
・
教
区
本
部
－

U
時

5
日
（
月
）
三
教
区
司
祭
合
同
黙
想
会
・
鹿
児
島
市
・

1
8日
ま
で

日
日
（
日
）
三
位
一
体
の
主
日

V
奄
美
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
連
盟
総
会

ロ
日
（
月
）
司
教
総
会
・
東
京
・

i
m日

回
日
（
日
）
キ
リ
ス
ト
の
聖
体

四
日
（
月
）
レ
デ
ン
プ
ト
l
ル
会
例
会

V
エ
ル
ネ
ス
ト
・
カ
ス
グ
レ
ン
神
父
命
日
（
一
九
七
九
年
）

V
教
区
司
祭
会
・
教
区
本
部
・
随
時

加
日
（
火
）
定
例
司
祭
集
会
・
教
区
本
部
・
日
時

お
日
（
金
）
イ
エ
ス
の
み
心

M
日
（
土
）
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生

お
日
（
日
）
年
間
第
十
二
主
日
（
聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金
）

V
医
療
従
事
者
の
集
い
・
カ
テ
ド
ラ
ル
・
日
時

m日
（
木
）
聖
ペ
ト
ロ
聖
パ
ウ
ロ
使
徒

V
平
土
野
教
会
落
成
式



(4) 

ザ
ピ
エ
ル
さ
ま
の
散
歩
道

聖
人
は
今
も
働
く

平成18年（2006)6月1日（毎月1日発行）

も
し
も
今
日
、
ザ
ビ
エ
ル

様
が
鹿
児
島
に
上
陸
し
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
た
な
ら
、

皆
さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
？

お
迎
え
に
行
き
ま
す
か
？

ザ
ビ
エ
ル
様
は
ヤ
ジ
ロ
ウ

と
共
に
何
回
も
何
回
も
遭
難
し

な
が
ら
、
や
っ
と
辿
り
着
い
た

日
本
だ
か
ら
祇
園
之
洲
に
降
り

立
っ
た
時
の
感
動
は
、
ア
ポ
ロ

が
月
面
に
着
陸
し
人
類
が
月
に

第
一
歩
を
記
し
た
時
の
よ
う

に
、
地
に
ひ
ざ
ま
ず
き
神
に
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
日
本
で
の
布
教

は
初
め
は
受
け
入
れ
ら
れ
た

が
、
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
に

つ
れ
、
神
が
唯
一
の
主
で
あ
り
、

神
の
も
と
に
人
は
み
な
平
等
で

あ
る
と
す
る
教
え
が
、
当
時
の

武
家
社
会
の
組
織
や
思
想
と
相

容
れ
ず
、
最
後
に
は
迫
害
を
受

シ 7 ま~Q乙宰昆J重度 5B‘曹司Fプコトー ＇J

文
陣争＋・

τE 

信ド

旬
（
思
川
俳
句
会
作
品
）

（昭和43年10月25日第三種郵便物認可）第477号

け
る
よ
う
に
な
り
、
立
ち
去
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

ザ
ビ
エ
ル
様
に
し
て
み
れ

ば
、
日
本
の
人
々
の
救
い
の
た

め
に
来
た
の
に
、
十
分
に
分
か

っ
て
も
ら
え
ず
残
念
で
な
ら
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。

ザ
ピ
エ
ル
様
の
あ
の
航
海

の
情
熱
か
ら
察
す
れ
ば
、
そ
の

後
も
度
々
上
陸
地
に
来
て
、
私

た
ち
に
宣
教
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
私
は
祇
園
之

洲
の
近
く
を
通
る
時
は
必
ず
ザ

ビ
エ
ル
様
が
そ
こ
に
来
て
お
ら

れ
る
と
思
い
、
一
緒
に
な
っ
て

日
本
の
人
々
の
救
い
の
た
め

に
、
世
界
平
和
の
た
め
に
、
神

に
お
祈
り
を
さ
さ
げ
て
い
ま

す。
今
年
は
生
誕
五
百
年
祭
、

皆
さ
ん
も
是
非
ザ
ビ
エ
ル
様
に

会
い
に
祇
園
之
洲
と
ザ
ピ
エ
ル

教
会
に
行
っ
て
対
話
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
ザ
ビ
エ
ル

様
の
お
声
が
心
に
聞
こ
え
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

（
谷
山
教
会
鶴
田

全
国
の
青
年
た
ち
が
企
画
し
た
「
あ
っ
ち
こ
っ
ち
ミ

サ
」
が
、
五
月
二
十
一
日
（
日
）
午
後
三
時
か
ら
川
内

教
会
で
も
あ
り
、
若
者
を
中
心
に
四
十
人
ほ
ど
が
ミ
サ

に
参
列
し
、
そ
の
後
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

青
年
た
ち
が
イ
キ
イ
キ
と

全
国
の
青
年
同
士
の
つ
な

が
り
を
意
識
し
な
が
ら
、
各
地

で
の
活
動
の
き
っ
か
け
に
も
な

れ
ば
：
・
と
開
催
さ
れ
て
い
る

「
あ
っ
ち
こ
っ
ち
ミ
サ
」
は
今

撃

出
水
遠
竹
睦
郎

紫
麗
化
の
色
鮮
や
か
に
梅
雨
の
日
日

鹿
児
島
龍
門
司
真
人

鶏
さ
し
を
孫
に
届
け
て
笑
み
貰
う

本
城

戸笠．
現己

短

歌
（
思
川
短
歌
会
作
品
）

奄

美

林

明

子

こ
わ
れ
も
の
胸
の
中
に
だ
き
し
め
て
た
と
え
は

か
な
く
咲
く
花
で
あ
っ
て
も

純
心
学
園
田
村
鏡
子

司
祭
乗
せ
船
は
南
ヘ
消
え
て
ゆ
く
友
よ
い
ざ

往
か
ん
あ
ら
た
な
旅
ヘ

純

心

学

園

川

上

和

洗
礼
の
灯
受
け
し
清
き
手
に
バ
ラ
の
花
束

輝
き
て
見
ゆ

言
ぬ

て

金字
みさ亘

2菌

壁森Ii 

あ
’つ

ιー

ち

回
が
三
回
目
で
、
こ
の
日
、
全

国
十
八
か
所
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

鹿
児
島
教
区
で
の
ミ
サ
は

川
内
教
会
で
さ
さ
げ
ら
れ
、
純

心
大
学
の
カ
ト
リ
ッ
ク
グ
ル
ー

プ
「
セ
ン
ト
メ
リ
i
ズ
ハ

l
ト」

と
川
内
教
会
の
青
年
た
ち
が
合

同
で
準
備
し
、
川
内
か
ら
九
人
、

入
来
か
ら
三
人
、
鹿
児
島
市
内

か
ら
八
人
、
姶
良
か
ら
三
人
の

青
年
た
ち
が
集
い
、
先
輩
や
未

来
の
青
年
た
ち
も
含
め
る
と
四

十
人
ほ
ど
が
、
心
を
一
つ
に
し

て
ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。

「
お
う
ち
に
帰
ろ
う
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
今
回
の
ミ
サ
に

は
、
「
教
会
が
私
た
ち
の
帰
る

け
し
笑
み
に
か
え
す
ほ
ほ
え
み

鹿
児
島
前
田
儀
子

神
求
め
ゐ
し
日
の
眉
あ
げ
歩
む
な
り
草
木

に
若
葉
も
ゆ
る
山
路
を

出
水
遠
竹
睦
郎

宗
麟
の
居
城
な
り
し
大
分
に
遊
学
し
た
る

青
春
の
日
日

鹿
児
島
春
山
マ
リ
子

幸
せ
と
思
？
心
が
あ
る
ゆ
え
に
浮
き
立
つ
白
羽
持

喜
び
と
な
り
ぬ

阿
久
根
中
津
漬
フ
サ
エ

新
緑
の
香
り
た
だ
よ
う
丘
の
園
祈
り
と
共

に
今
日
も
明
け
ゆ
く

（
評
）
「
祈
り
と
共
に
今
日
も
明
け
ゆ
く
」

が
作
者
の
す
べ
て
を
感
じ
さ
せ
る
表
白

で
尊
い
。

つ

中っ、、、
サ

3 

べ
き
家
で
あ
り
た
い
」
と
の
思

い
が
込
め
ら
れ
、
司
式
し
た
ハ

ン
マ
神
父
（
川
内
教
会
主
任
）

も
「
人
間
に
は
安
心
す
る
帰
る

べ
き
場
所
が
必
要
、
教
会
を
そ

う
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
青
年
た

ち
に
話
し
た
。
全
国
の
他
会
場

の
地
図
と
教
会
の
写
真
を
張
り

出
し
た
り
、
高
松
教
区
の
グ
ル

ー
プ
と
共
同
祈
願
を
通
し
て
お

互
い
に
祈
り
合
っ
た
り
、
連
帯

を
意
識
し
合
う
工
夫
も
見
ら
れ

た。
ミ
サ
後
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
も
用
意
さ
れ
、
お
互
い
に
交

流
を
深
め
て
い
た
。
ま
た
、
遅

れ
て
駆
け
つ
け
た
郡
山
司
教
も

加
わ
り
「
川
内
に
も
こ
ん
な
に

青
年
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
嬉

し
い
。
川
内
で
も
青
年
の
集
い

を
し
に
来
た
い
」
と
新
た
な
青

年
た
ち
と
の
交
流
に
期
待
を
寄

せ
て
い
る
様
子
。
青
年
か
ら
も

「
今
後
も
川
内
と
鹿
児
島
も
協

力
し
合
っ
て
盛
り
上
っ
て
い
き

た
い
」
「
い
ろ
ん
な
教
会
で
集

い
た
い
」
と
声
が
上
が
っ
た
。

理
解
の
た
め
に
ま
ず
一
歩

青
年
と
司
教
が
対
話

司
教
就
任
後
、
何
か
に
つ

け
「
青
年
た
ち
と
対
話
を
し
た

い
」
と
い
う
思
い
を
表
し
て
き

た
郡
山
司
教
の
願
い
と
、
「
新

し
い
司
教
と
語
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
青
年
た
ち
の
思
い
が
具

体
化
し
て
き
た
。

五
月
十
三
日
（
土
）
午
後

七
時
か
ら
郡
山
市
教
を
囲
ん
で

青
年
た
ち
の
分
か
ち
合
い
が
教

区
本
部
で
行
わ
れ
た
。
集
ま
っ

た
十
一
人
の
青
年
た
ち
は
、
ざ

平和を願って

鹿
児
島

盛
花
や
母
の
日
飾
る
嫁
愛
し

鹿
児
島
徳
永
ノ
ブ
子

復
活
態
集
う
公
園
虹
の
立
つ

純
心
学
園
山
頭
信
子

花
吹
雪
花
び
ら
た
べ
て
走
る
児
や

（
評
）
ぢ
花
び
ら
た
べ
て
」
は
う
ま
い
。

純
心
学
園
田
村
鏡
子

花
び
ら
を
ダ
ン
ス
に
さ
そ
主
呑
の
風

（
評
）
客
観
的
で
よ
い
。

純

心

学

園

川

上

和

祭
壇
に
五
色
の
卵
勢
ぞ
ろ
い

（
評
）
端
的
で
よ
い
。鹿

児
島
春
山
マ
リ
子

五
月
晴
青
葉
若
葉
に
魅
す
る
朝

今
年
、
日
本

で
開
催
さ
れ
る

詞
円
周
司
（
世
界
宗

教
者
会
議
）
の
青

年
事
前
会
議
が

東
京
で
あ
り
、

参
加
し
て
み
た
。

基
調
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
日
本

中
か
ら
様
々
な
宗
教
の
青
年

た
ち
、
そ
し
て
青
年
活
動
に

携
わ
っ
て
い
る
方
々
三
百
人

ほ
ど
が
参
加
し
て
い
た
。

予
想
以
上
に
多
く
の
人
が

参
加
し
、
そ
し
て
、
宗
教
の

壁
を
越
え
て
平
和
を
願
い
、

活
動
し
て
い
る
こ
と
に
と
て

も
驚
い
た
。
世
界
に
は
戦
争

や
虐
待
だ
け
で
な
く
、
心
の

つ
く
ば
ら
ん
で
、
飾
ら
な
い
郡

山
司
教
の
語
り
口
に
促
さ
れ
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
語

り
合
い
分
か
ち
合
っ
た
。
参
加

し
た
青
年
も
「
司
教
様
が
素
朴

な
疑
問
に
も
答
え
て
く
れ
る
か

ら
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
楽
し

ん
で
い
た
。

「
こ
の
よ
う
な
分
か
ち
合
い

は
自
分
探
し
の
よ
う
な
も
の

感
動
を
伝
え
た
い

司
教
と
の
対
話
を
準
備
し
た
小
郷
さ
ん

司
教
と
の
分
か
ち
合
い
の

会
を
準
備
し
た
ザ
ビ
エ
ル
教

会
の
小
郷
亜
紀
子
さ
ん
、
鹿

児
島
大
学
の
三
年
生
だ
。

昨
年
の
ワ
ー
ル
ド
ユ
！
ス

デ
l

（W
Y
D
）
に
参
加
し

た
彼
女
は
、
そ
こ
で
「
青
年

た
ち
と
交
わ
り
、
信
仰
を
一

緒
に
分
か
ち
合
う
幸
せ
を
感

じ
た
」
と
い
う
。
そ
の
感
動

中
の
誰
か
を
憎
む
と
い
う

「
暴
力
」
、
困
っ
て
い
る
人
が

い
る
の
を
知
り
な
が
ら
助
け

な
い
「
暴
力
」
な
ど
が
あ
る
。

私
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な

「
暴
力
性
」
を
持
ち
な
が
ら

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
の
信

仰
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に

生
き
て
い
く
べ
き
な
の
か
、

考
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

宗
教
問
で
こ
と
ば
や
表
現

方
法
は
違
っ
て
い
て
も
、
神

を
信
仰
す
る
者
同
士
、
何
か

通
じ
合
う
こ
と
が
出
来
た
よ

う
な
気
が
す
る
し
、
世
界
平

和
を
願
う
の
な
ら
、
世
界
中

の
宗
教
者
同
士
が
、
お
互
い

を
理
解
し
合
い
、
手
を
取
り

合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

実
感
し
た
。

（
川
内
教
会

久
保

で
、
青
年
期
に
は
特
に
必
要
な

こ
と
。
こ
れ
を
通
し
て
信
仰
を

自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
欲
し
い
。
私
も
自
分
探

し
の
途
中
だ
」
と
語
る
郡
山
司

教
、
青
年
た
ち
の
要
望
も
あ
り
、

毎
月
こ
の
分
か
ち
合
い
を
行
う

予
定
。
次
回
は
六
月
十
日
午
後

七
時
か
ら
教
区
本
部
で
行
わ
れ

広
w

。
を
皆
に
伝
え
た
い
と
い
う
思

い
で
、
教
区
の
青
年
会
の
会

長
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

「
W
Y
D
に
行
っ
た
仲
間
や

皆
に
支
え
ら
れ
て
頑
張
れ
ま

す
」
と
語
る
彼
女
。
「
信
仰

の
下
に
集
ま
れ
る
よ
う
な
集

い
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず

は
分
か
ち
合
い
の
会
を
宣
伝

し
な
が
ら
市
内
の
教
会
を
回

っ
て
み
た
い
」
と
早
速
動
き

出
し
て
い
る
。

き


